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【受賞】
１）大石めぐみ，原田史子，前田健康，齋藤　功：歯根膜ルフィニ神経終末の再生過程における GDNF の関与．第

67 回日本矯正歯科学会大会 優秀発表賞，千葉市，2008 年９月 16 日 -18 日 .
２）碓井由紀子，小野和宏，朝日藤寿一，幸地省子，高木律男，齋藤　功，八木　稔：二次的顎裂部骨移植の時期の

違いが顎顔面の成長発育におよぼす影響について . 第 32 回日本口蓋裂学会総会・集会 日本口蓋裂学会優秀論文
賞，広島，2008 年５月 28 日 -29 日 .

【その他】
１）Anwar RB, Tanaka M, Yamashita E, Watanabe N, Ali MN, Ohshima H, Ejiri S: Relationship between 

estrogendeficiency-induced oral bone loss and systemic osteoporosis. J Musculoskelet Neuronal Interact 8（4）：
352, 2008.

２）齋藤　功：平成 20 年度・特色 GP 講演会報告，「平成 20 年度・特色ある大学教育支援プログラム報告書」：27- 
43 頁，2009.

３）齋藤　功：教職員のスキルアップのための大学院 FD，「平成 20 年度・大学院教育改革支援プログラム・プロジェ
クト所属による大学院教育の実質化」：51- 63，2009.

４）越知佳奈子，山添清文，森田修一，齋藤　功：最近のトピックス；歯列模型の三次元解析システムの開発．新潟
歯学会雑誌 38（1）：23-24 頁，2008.

５）齋藤　功：愛媛大学で開催された大学院教育 FDWS への参加報告「平成 20 年度・大学院教育改革支援プログラ
ム・プロジェクト所属による大学院教育の実質化」：65- 114，2009.

６）八巻正樹：特色 GP　新潟大学歯学部ビデオライブラリー Vol.10　歯科矯正学基礎実習 ,2007.
７）渡邉直子：特色 GP　新潟大学歯学部ビデオライブラリー Vol.11　歯科矯正学トレース実習，2007.
８）渡邉直子：大学院 GP 新潟大学歯学部大学院ビデオライブラリー Vol.8 矯正歯科臨床ライブラリー　「口腔内写

真撮影法」，2008.
９）竹山雅規：下突咬合の治り方，治し方―55 症例を顧みて―第２報下顎前歯の位置変化とジンフィージスの厚さ

について . Monograph of Clinical Orthodontics 29：13-16 頁，2007.
10）中村順一：下突咬合の治り方，治し方―55 症例を顧みて―第３報成長のない症例における側貌変化について . 

Monograph of Clinical Orthodontics 29：17-21 頁，2007.
11）澤田美穂，八巻正樹，森田修一：下突咬合の治り方，治し方―55 症例を顧みて―　第１報　下顎が回転した症

例と回転しなかった症例の比較検討 . Monograph of Clinical Orthodontics 29：1-12 頁，2007.
12）鳥巣隆弘：叢生を伴う過蓋咬合症例．松本歯科大学歯学部歯科矯正学講座臨床セミナー，塩尻市，2008 年４月

16 日 .
13）原田史子，混合歯列期後期のⅠ期治療とⅡ期治療を行った下顎前突抜歯症例．甲北信越３大学交流セミナー，塩

尻市，2008 年６月７日 .
14）竹山雅規：叢生を伴うアングルⅡ級１類抜歯症例．甲北信越３大学交流セミナー，塩尻市，2008 年６月７日 .

小児歯科学分野

【論　文】
１）Numa N, Ishida Y, Nasu M, Sohda M, Misumi Y, Noda T, Oda K: Molecular basis of a perinatal 



－ 63 －

hypophosphatasia with tissue-nonspecific alkaline phosphatase bearing a valine-to-alanine change at position of 
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９）富沢美惠子，佐野富子，鈴木　昭：歯科検診を応用した施設入所被虐待児のセルフ・エスティーム啓発プログラ

ム．平成 20-22 年度科学研究費補助金，基盤研究（C），20592396，2008.
10）河野承子：膜蛋白異常症をもたらす遺伝子・タンパクを指標にしたエナメル質形成機構．平成 19-20 年度科学研

究費補助金，若手研究（B），19791569，2008.
11）河野承子：歯牙発生過程におけるアクアポリン１（AQP1）の発現とその存在意義．平成 20 年度新潟大学プロジェ

クト推進経費（奨励研究），2008.
12）坂井幸子（林幸子）：ＩＭ法による破壊様式と定量解析を併用した超微小領域エナメル質の力学的特性評価．平

成 20-21 年度科学研究費補助金，若手研究（B），20791571，2008.
13）坂井幸子：ＤＭＢ定量評価システムの乳歯象牙質への臨床応用．平成 20 年度新潟大学プロジェクト推進経費（奨

励研究），2008.
14）飯澤二葉子：萌出中の歯の歯根膜における歯根膜線維芽細胞の特異的分子制御メカニズムの解明．平成 20-21 年

度科学研究費補助金，若手研究（B），20397144，2008.

【学会発表】
１）Ishikawa Y, Nakakura-Ohshima K, Kenmotsu S, Suzuki H, Jung HS, Ohshima H: Responses of dental pulp 

stem cells against exogenous stimuli in rat and mouse molars. Gordon Research Conferences: Craniofacial 
Morphogenesis & Tissue Regeneration, Lucca (Barga), Italy, 2008. 2. 10-15.

２）Thaweboon B, Laohapand P, Amornchat C, Matsuyama J, Sato T, Uematsu H and Hoshino E: Host-DNA-
fragments in periodontal pockets before and after periodontal treatment. The 86th IADR (Toronto, Canada), 3 
July, 2008, J Dent Res , 87 (Special Issue B): #0778, 2008.

３）Matsuyama J, Sato T, Abiko Y, Kato K, Hoshino E：Real-time PCR analysis of cariogenic bacteria in 
supragingival plaque biofilm microflora on caries lesions of children. The 3rd International Symposium 
Interface Oral Health Science (Sendai, Japan), 2009. 1. 15.16.
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７）田口　洋：萌出障害の臨床的対応，松本歯科大学大学院セミナー，塩尻，2009 年３月 16 日 .
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１）土田恵美子，勝良剛詞：放射線腫瘍学―最近のトピックス　放射線治療技術の進歩による有害事象軽減と QOL

の改善．血液・腫瘍科 56（4）：409-416，2008.
２）林　孝文，佐野　司，岡野友宏：安全と安心を提供するための CT による三次元画像の活用 7（完）．画像診断

ガイドラインから見るインプラント治療における骨の質の評価．日本歯科評論 68（12）：101-107，2008.

【研究費獲得】
１）斎藤美紀子：CT リンパグラフィーを応用した高リスクリンパ節に重点をおいた画像診断の考案．科学研究費補

助金（若手研究（B）），2008 ～ 2009 年 .
２）林　孝文：顎関節症の画像診断ガイドラインの策定．平成 19 年度日本歯科医学会プロジェクト研究，2007 ～

2008 年 .

【招待講演・シンポジウム】
１）Hayashi T, Ariji Y：Ultrasonography of the Head and Neck. Hands-on Workshop 3, the 7th Asian Congress of 

Oral and Maxillo-Facial Radiology, Nara, November 20-22, 2008.
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